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学
校
心
臓
検
診
の
歴
史

　

学
校
に
お
け
る
心
臓
診
断
は
昭
和
29
年
に
大
阪
市
が

学
校
健
康
診
断
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
、
昭
和
33
年

の
学
校
保
健
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
48
年
に
は

学
校
保
健
法
施
行
規
則
が
改
正
に
よ
り
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
、
平
成
7
年
か
ら
は
、
小
学
校
1
年
、
中
学
校
1

年
、
高
校
1
年
の
全
員
の
心
電
図
検
査
が
義
務
化
さ
れ
、

現
在
の
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
心
臓
検
診
の
目

的
と
し
て
当
初
は
、
リ
ウ
マ
チ
性
心
疾
患
の
検
診
、
先

天
性
心
疾
患
の
早
期
発
見
、
診
断
が
目
的
で
し
た
が
、

そ
の
後
心
電
図
検
診
の
普
及
に
よ
り
不
整
脈
が
、
ま
た

川
崎
病
後
遺
症
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
も
重
要
と
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
は
突
然
死
予
防
の

切
り
札
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
と
し
た
対
象
は
心
筋
症
（
と
く
に
肥

大
型
心
筋
症
）
と
致
死
性
不
整
脈
（
と
く
に

Ｑ
Ｔ
延
長
症
候
群
、
心
室
頻
拍
）
で
す
。
一

方
、
学
校
検
診
に
は
過
剰
な
運
動
制
限
を
回

避
す
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。
検
診
の
今
後
の

方
向
性
と
し
て
、
小
児
の
高
血
圧
、
生
活
習

慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
対

す
る
対
策
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

学
校
心
臓
検
診
の
現
状

　

学
校
心
臓
検
診
は
基
本
的
に
は
一
次
検
診

（
問
診
票
、
学
校
医
の
内
科
検
診
、
心
電
図
）、

二
次
検
診
（
専
門
医
の
診
察
な
ど
）、
三
次

検
診
（
病
院
受
診
、
心
エ
コ
ー
、
運
動
負
荷

検
査
な
ど
）
か
ら
な
り
、
小
学
校
一
年
生
、

中
学
校
一
年
生
、
高
校
一
年
生
全
員
を
対
象

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
小
学
校
四
年

を
含
む
地
区
も
あ
り
ま
す
。
一
次
検
診
の
心

電
図
は
12
誘
導
あ
る
い
は
省
略
4
誘
導
、
心

音
図
も
行
う
（
少
数
で
す
が
）
な
ど
検
診
を

委
託
さ
れ
た
医
師
会
や
検
診
機
関
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
一
次
健
診
で
異
常
の
疑
い
の
あ
る
者
を
選

抜
し
、
二
次
健
診
や
必
要
に
応
じ
専
門
医
に
よ
る
高
度

の
精
密
検
査
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

検
診
が
終
了
し
た
ら
、
学
校
生
活
管
理
指
導
表
に
運

動
制
限
の
有
無
な
ど
が
記
入
さ
れ
提
出
さ
れ
ま
す
。
静

岡
県
で
は
、
生
活
管
理
指
導
表
管
理
区
分
判
断
の
標
準

化
の
た
め
、
医
師
会
内
に
検
診
精
度
委
員
会
が
あ
り
、

管
理
区
分
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
管
理
下
に
お
け
る
突
然
死

　

静
岡
県
の
現
状
は
、
従
来
学
校
管
理
下
の
死
亡
な

ど
に
つ
い
て
の
資
料
を
ま
と
め
る
形
を
と
っ
て
き
ま

し
た
が
、
近
年
個
人
情
報
保
護
や
役
所
の
再
編
な
ど

の
関
係
で
こ
う
し
た
統
計
も
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
資
料
で

は
、
１
９
８
０
年
代
に
は
、
小
、
中
、
高
と
も
に
年
間

40
名
程
度
で
し
た
が
、
１
９
９
０
年
代
に
は
20
－
30
名

程
度
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
10
万
人
対
の

死
亡
率
で
は
、
心
臓
関
連
突
然
死
は
２
０
０
０
年
頃
ま

で
は
、
こ
の
間
、
１
９
９
５
年
に
心
電
図
検
診
の
義
務

化
と
成
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
少
し
て
い
ま

せ
ん
。
小
学
生
０
・
２
人
、
中
学
生
０
・５
人
、
高
校
生

０
・
７
人
で
、
男
子
に
多
く
、
午
前
中
の
運
動
時
に
多

く
、
診
断
の
つ
い
て
い
る
疾
患
と
し
て
は
肥
大
型
心
筋

症
が
最
も
多
く
致
死
的
不
整
脈
、
先
天
性
心
疾
患
術
後

と
続
き
ま
す
。
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
が
２
０
０
３
年
か
ら
救
急
救
命
士
、
２
０
０
４
年

か
ら
は
一
般
市
民
の
使
用
が
認
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

学
校
を
含
む
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
普
及
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
学
校
管

理
下
の
突
然
死
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
で

は
、
小
学
生
０
・
１
人
以
下
、
中
学
生
０
・
２
人
、
高
校

生
０
・
３
人
と
激
減
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
の
学
童
期
の
肥
大
型
心
筋
症
を
み
て
み
る
と
、

２
０
０
１
年
以
降
の
初
診
21
名
中
、
4
名
が
突
然
死
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
、
２
０
０
５
年
、
２
０
０
７

年
、
２
０
０
８
年
に
各
一
人
ず
つ
で
す
。
う
ち
学
校
管

理
下
で
は
３
名
で
す
。
２
０
０
９
年
以
降
は
突
然
死
は

な
く
、
3
名
の
ニ
ア
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
3
名
と
も

学
校
で
倒
れ
た
後
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
回
復
し
て
い
ま
す
（
小

学
生
1
名
、
高
校
生
２
名
）。
そ
の
後
Ｉ
Ｃ
Ｄ
（
植
え

込
み
型
除
細
動
器
）
を
植
え
込
み
ま
し
た
。
こ
の
3
名

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
な
け
れ
ば
、
救
命
は
で
き
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
（
図
）。

　

肥
大
型
心
筋
症
は
学
校
心
臓
検
診
で
見
つ
か
る
こ
と

が
多
く
、
適
切
な
生
活
管
理
、
運
動
制
限
、
薬
物
治
療

を
行
い
つ
つ
、
一
方
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
よ
る
救
命
、

そ
の
後
の
治
療
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
植
え
込
み
，
抗
不
整
脈
薬
の

内
服
な
ど
）
が
重
要
で
す
。　

今
後
の
課
題

　

小
児
、
主
と
し
て
学
童
期
の
心
臓
突
然
死
を
語
る
際
、

必
ず
学
校
管
理
下
の
死
亡
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

学
校
管
理
下
の
時
間
は
生
活
時
間
の
１
／
３
弱
で
、
突

然
死
は
運
動
時
に
多
い
と
は
い
え
安
静
時
で
も
家
庭
で

も
起
こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
学
校
心
臓

検
診
で
要
管
理
と
な
ら
な
い
小
児
で
も
心
臓
突
然
死
が

あ
り
、
そ
の
数
は
約
半
数
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
病
態
が
あ
る

こ
と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
っ
て
も
突
然
死
の
予
防
は
万
全
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
心
臓
検
診
は
突
然
死
の
可
能
性
の
あ
る
疾
患
を

早
期
に
診
断
、
管
理
す
る
上
で
不
可
欠
の
シ
ス
テ
ム
で

す
が
、
諸
外
国
で
は
予
算
と
自
己
責
任
の
観
点
か
ら
こ

う
し
た
検
診
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今

後
の
個
人
情
報
意
識
の
高
ま
り
、
自
己
責
任
の
強
調
、

自
治
体
の
予
算
減
少
な
ど
今
後
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

兆
候
も
あ
り
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
、
小
児
の
健
康

を
守
る
た
め
に
は
何
が
重
要
か
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
多
分
突
然
死
の
予
防
、
救
急
医
療
の

発
展
に
と
っ
て
福
音
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

各
地
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
学
校
現
場
で
の
使
用
が
救
命

に
つ
な
が
る
例
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
当
院
通

院
中
の
3
名
の
ニ
ア
ミ
ス
例
は
い
ず
れ
も
現
場

で
蘇
生
が
行
わ
れ
救
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
蘇
生
教
育
は
、
防
災
訓
練
と
同
様
に
学
校
現

場
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
〝
行
事
〟
と

し
て
行
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
、
救
急
医

療
の
質
の
向
上
が
望
め
る
と
思
い
ま
す
。

図　静岡県立こども病院における学童期年度別肥大型心筋症の初診数、突然死数、
ニアミス数。
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訂
　
正
　
と
　
お
　
詫
　
び

前
号
「
新
年
を
迎
え
て
」
で
会
長
名
を
横
田
道
夫

と
誤
っ
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
横
田
通

夫
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年一回は健康チェックを！
健康はあなたの財産です
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